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くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト

本町は、豊かな自然と田園環境、恵まれた立地条件を
生かした生活都市として発展しており、全国でも有数の
人口増加率を誇ります。また、２月にJASMの第１工場が
開所し、隣接地に第２工場の建設が決定しています。本町
ではこのTSMCの進出をまちづくりの大きな転換点と
捉え、町のスローガンである「成長しつづける町。」の実現
を目指して様々な事業を着実に進めていきます。皆様の
ご支援ご協力をお願いします。

菊陽町まち・ひと・しごと創生推進計画

4つの基本目標

菊陽町
キク　　ヨウ　　マチ 総人口…44,399人　男…21,814人　女…22,585人　世帯数…18,918世帯

〈人口構成比〉　15歳未満…16.4％　15～64歳…61.8％　65歳以上…21.8％

ご支援ご協力をお願いします。

寄附
御礼

・贈呈式開催（首長出席、寄附額200万円以上）
・感謝状贈呈（寄附額10万円以上） ・地公体広報誌掲載 ・視察受入・ＨＰ掲載
・功労者表彰推薦 ・その他・紺綬褒章推薦（寄附額1,000万円以上）

　本プロジェクトでは、半導体企業の立地等に伴う今後の
経済発展や人口増加に対応するため、「新駅の設置」や「大規
模な土地区画整理事業」など、駅を中心とした市街地整備を
進めます。
　この市街地整備では、新たな交通拠点となる新駅を整備し
たうえで、商業施設やホテル、マンション等の「生活基盤の
整備」、菊陽杉並木公園周辺での「新たな賑わいの創出」、半
導体集積地にふさわしい先進的なまちづくりとして大学や
企業の研究・サテライト施設の誘致等の「知の集積」を目指
し、未来を見据えたまちづくりを進めます。

寄附の
具体的な
メリット

　感謝状贈呈式の開催や、広報誌・HP掲載などを行います。（内容は寄附金額により異なります）
　町の発展を見守っていただける皆様、協力していただける皆様、一緒に成長したいと考えて
いただける皆様には、ぜひ参画していただきたいと考えています。

九州旅客鉄道株式会社との覚書締結式の様子

●その他の寄附事業に関しましては、最寄りの肥後銀行までお問い合わせください。

寄附申出書の事業名選択時は「JR新駅の設置と周辺整備等」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール駅を中心とした
「未来を見据えたまちづくり」プロジェクト

くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト▶▶▶ 菊陽町

　本町は人口増加に伴う子育て世帯の増加を受け、「未来
への投資」を重要な政策分野に位置付けています。昨今の
コロナ禍や物価高騰等の影響により、苦しんでいる子育
て世帯を支援するため、令和５年４月から町内の児童・園
児を対象に給食費・副食費への助成を開始し、令和７年度
からは、完全無償化に移行する予定です。今後も子育て世
帯の負担軽減や子どもたちの健やかな成長に向けた様々
な取り組みを推進していきます。

寄附の
具体的な
メリット

　感謝状贈呈式の開催や、広報誌・HP掲載などを行います。（内容は寄附金額により異なります）
　子育て支援に関心があられる皆様、町の取り組みに協力いただける皆様にはぜひ参画してい
ただきたいと考えています。

給食の配膳の写真

寄附申出書の事業名選択時は「保育サービスの向上と地域における子育て支援の充実」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール菊陽の未来を担う
子どもたち応援プロジェクト

重点
プロジェクト
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プロジェクト

　町内の企業や事業者を支援し、「しごと」を創り出すことにより、働く「ひと」を呼び込みます。
菊陽町にしごとをつくる

　「まち」に「ひと」が集い、住む人が「住んでよかった」と思える、活気のあるまちをつくります。
ひとが集い賑わう魅力的なまちをつくる

　若い世代が安心して妊娠・出産・子育てをしやすいまち、高齢者が安全で元気に暮らせるまちをつくります。
子育て世代、高齢者が安心して暮らせるまちをつくる

　県、他市町村、民間企業等と事業の連携を行い、施策の効率性・有効性を高めます。
地域の連携により、更なる好循環をつくる

最先端技術を使って、
交通の利便性を向上させたい

菊陽町から県全体の発展につなげたい
　人口増加が著しく、公共施設や商業施設が集まるJR豊肥本線の三
里木駅と原水駅の中間に新駅を設置し、周辺の市街地整備などに取
り組むことで、SDGsの理念に基づいた公共交通を活用したまちづく
りを推進し、交通渋滞の
緩和や新しい賑わい拠点
の創出を目指します。こ
の事業が、町の発展のみ
ならず、空港周辺地域、さ
らには県全体の発展につ
ながるよう、取り組んで
いきます。

カテゴリー3 地域活性化 カテゴリー8
まちづくり

町のスローガン 町の巡回バス「キャロッピー号」

　本 孝寿町長

熊本IC

植木IC
北熊本SIC

※データは令和6年7月発行、熊本県市町村要覧をもとに作成しております。

　高齢者等の交通弱者が安心して買い物や通
院ができるよう、町が運営する巡回バスや乗
合タクシー等のコミュニティ交通の充実を図
る必要があります。また、町民のニーズに基づ
き、公共交通機関や近隣自治体との連携を図
り、駅などの交通結節点との接続を重視した
公共交通の見直しを行うとともに、AI配車等
の最先端技術を活用
するなど、より多くの
人が公共交通を利用
できるよう取り組ん
でいきます。
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